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[平沼のガスタンク] いまやヨコハマの顔となったみなとみらい 21地区。ランドマーク

タワーや日本丸、そして、国内最大級をうたう観覧車「コスモクロック 21」と役者にこ

と欠かないが、もう一つ忘れてほしくないのが平沼のガスタンク。華やかさこそないが

どうしてどうしてこれが縁の下の力持ちで市内のガスを共給してくれる脇役だ。          
（故 長谷川 泰先生「西区そぞろ歩き」より） 

令和 4 年 7 月 1 日発行 
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令和３年度一年間の事業ダイジェスト 
[第３８回通常総会] 

コロナ禍の環境下、前年に引き続き「みなし総会」とさせていただきました! 
令和３年に入りましても、新型コロナウイルスの感染状況は終息をみないことから、感染対策

を最優先するとの考え方から「第 38 回通常総会」も諸般の情勢から、第 78 回みなし理事会に

おきまして、総会の議決を「みなし総会」にて評決を頂く取り扱いとさせて頂くことを確認頂き、

５月 6 日(木)に電子的方法(電子メールにて提案・評決)及び書面(「書面決議書」にて評決)にて提

案を行い、5 月 21 日(金)に評決を行った結果、下記の通り各議案賛成多数にて決議頂きました。 

提 案 令和 3 年 5 月 6 日(木)  評 決 令和 3 年 5 月 21 日(金) 

会員数 92 会員  賛成 69 会員  反対 0 会員 

議 案 

第 1 号議案 令和 2 年度事業報告 

第 2 号議案 令和 2 年度収支決算報告並びに決算監査報告 

第 3 号議案 令和 3 年度事業計画に関する件 

第 4 号議案 令和 3 年度予算に関する件 

第 5 号議案 令和 3・4 年度役員選出に関する件 
 

［納涼事業］ JAXA副所長藤本正樹氏をゲストに開催 

「はやぶさ-Ⅱ」の計画から帰還まで、責任者の生のお話を聴きました! 
 「令和 3 年度納涼セミナー」は猛暑日が続く、8 月 3 日(火)18 時より、HOTEL THE KNOT 

YOKOHAMA において 43 名の出席で開催致しました。 

今回のセミナーは、昨年 12 月にオーストラリアに帰還し、大きな話題とな 

         った「はやぶさ-Ⅱ」の現場総責任者で、宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究

所副所長、藤本正樹氏(写真左)をゲストに「外部の評価では完璧だったとされ

る『はやぶさ２』の現場では何をしていたのか」と題して開催致しました。 

          講演では、小惑星と言われる小さな天体の探査機「はやぶさ-Ⅱ」が惑星「り 

ゆうぐう」に着陸から苦労の連続のすえサンプルの採 

取に成功した事。2020 年 12 月に豪州での回収がコ 

ロナ禍での回収作業となり、苦労を重ねながらの帰還 

の模様等を映像を交えてのお話や宇宙の構造、はやぶ 

さⅡの後のはやぶさⅢの探索計画などについて、現場 

で直接担当された講師の生のお話をお聞きしました。 

 

［見学会］令和 3 年度の見学会は、新型コロナウイルス感染症対策を優先し中止と致しました。 

  

［経営者セミナー］ 「横浜を騒がせた大スキャンダル～大商人と毒婦～」と題して 

横浜市に在住の作家、山崎洋子氏をゲストに開催致しました! 
今年度は、令和 2 年に開催を見送りました、横浜市に在住の作家、山崎洋

子氏をゲストに「横浜を騒がせた大スキャンダル～大商人と毒婦～」と題して

講演頂きました。 

講演では、開港期から明治に 

かけて活躍した某大商人が後添 

いに収まった妻に振り回され周 

囲は 死人や気が狂った人も出 

たという稀代の豪商の波乱万丈のドラマを講演頂 

き、年の瀬のひと時を安らぎました。今年度もコ 

ロナ禍での開催となり、忘年会の開催は断念致し 

ました。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E5%AE%99%E8%88%AA%E7%A9%BA%E7%A0%94%E7%A9%B6%E9%96%8B%E7%99%BA%E6%A9%9F%E6%A7%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E5%AE%99%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E5%AE%99%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80
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［第３３３回朝食会(朝会)］ 

激変の状況下、西崎日銀横浜支店長をゲストに開催しました! 

 コロナ禍の環境下、食事を摂らず「朝会」として開催致しました! 
第 333 回朝会は、3 月 16 日(火)8 時 15 分より、HOTEL THE KNOT  

YOKOHAMA においてゲストに日本銀行横浜支店長、西崎健司氏(写真右)を 

迎え「最近の金融経済情勢について」をテーマに、35 名の出席で開催致しま 

した。今回は、より、感染対策を重視し朝食を取らずに「朝会」として試行し、 

本日、出席頂きました方々に「今後の朝食会の運営について」アンケートを行 

い、その結果を踏まえて以降の朝食会を運営していくことと致しました。 

講演では、コロナ過で激変している、世界経済や国内経済環境、神奈川県経 

済の現状等について、お話し頂き、３月時点の景気動向として、今回の感染症の経済的影響の特徴

の一つとして、業種間のばらつきが極めて大きいことが挙げられ、また、感染症の影響から厳しい

状態あるものの、基調としては持ち直しているとの判断をしていること。 

雇用環境については、長期的な背景 

として、経営者の皆さんが基本的には 

人手不足経済は変わらないということ 

を念頭に置いて雇用を維持されている 

とみていること。 

日銀としても、感染症の影響を注視し、 

必要があれば、躊躇なく追加的な金融 

緩和措置を講じる方針である事等話さ 

れ、先行き懸念強まる中で、経営者の 

方々にとりまして、有意義な朝会とな 

りました。 
 

［第３３４回朝食会(朝会)］ 瀧澤経済局ものづくり支援課長をゲストに 

令和 3年度横浜市予算の概要と 

経済局重点施策について説明頂きました! 
第 334 回朝会は、8 時 15 分より、HOTEL THE KNOT YOKOHAMA において、ゲストに

経済局ものづくり支援課 瀧澤恭和課長(写真左)をお迎えして「令和 3 年度横浜

市の予算の概要と経済局重点施策について」と題して、39 名の出席で、感染対

策をしっかり行い開催致しました。 

                令和 3 年度予算の特徴としては、市民の命と医療を守り、市民に寄り添い、 

        市内経済を再生し、そしてさらなる飛躍につなげるという事で３兆 9,020 億円

の予算を計上していること。 

経済局としては、①新型コロナウイルス感染症への対応、②中小企業・小規模事業者の成長・ 

発展支援、③就労や創業の支援、④産業の創造と集積強化、⑤日常を支え、魅力を生みだす商業

振興、⑥食の安定供給と安全な消費生活の推進、を重点項目として予算を編成しており以上を踏

まえ、コロナ禍により、かなり経済状況が変わってきていることから、その経済状況に対応する

ために、事業を継続し業種の転換等をしていかなければならない、その時代に合わせて新規事業

を展開していかな 

ければならない。 

そういった企業を 

支援するための助 

成金を創設するな 

ど、経済局として 

の重点施策を中心 

に、お話し頂きま 

した。 
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［第３３５回朝食会(朝会)］ 
ヨコハマ SDGsデザインセンター・環境コーディネーター河野有吾氏をお招きして 

急速に高まりつつある SDGs の取組について認識を深めました! 
第 335 回朝会は、5 月 18 日(火)8 時 10 分より、HOTEL THE KNOT YOKOHAMA にお

いて、39 名の出席で開催致しました。開催に先立ち、総会が「みなし総会」 

となったことから、毎年、総会で行われておりました「令和 3 年度横浜市優 

良工業従事者表彰」を執り行いました。 

 今回の朝会は、「SDGs」の取り組みが社会的にも企業においても急速に高 

まりつつあること。コロナ禍、after コロナでも、企業活動に欠かせない取り 

組みとなっており、気運も高まりつつあることから、こうした状況をふまえ、 

・ヨコハマ SDGs デザインセンター・環境コーディネーター河野 有吾氏（写真右上）をお招きし

て「SDGs を学ぶ～SDGs の取組の必要性と実践企業実例について～」と題して、SDGs の概要、

なぜ、SDGs 必要性が最近叫ばれているのか、企業における取組の必要性や SDGs を積極的に取

り組んでいる企業の事例などについて講演頂きました。 

横浜市の取り組みとしては、Y-SDGs 認証制度を創り、昨年度から認証をスタートして、最近、 

3 回目の認証の応募し、 

市内の認証企業の取り 

組みを紹介しながら、 

みなと工業会の中では 

3 社ほど認証を取得頂 

いており、是非、各企業 

において認証に向けて 

取り組み頂きたいと加 

えられました。 
 

［第３３６回朝食会(朝会)］ 

最近の労働法、経営者が認識すべき事項について研鑽しました! 
社会保険労務士法人マーシャル・コンサルティング上岡由美子氏をゲストに開催 

第 336 回朝会は、6 月 15 日(火)8 時 15 分より、HOTEL THE KNOT  

YOKOHAMA にて、感染対策を、より効果的にするため出席者を 36 名に制 

限させて頂き、当会会員の社会保険労務士法人マーシャル・コンサルティング 

上岡由美子氏(写真左)をゲストに「最近の労働法関係、今、経営者が認識すべき 

事項について」をテーマに開催致しました。 

講師は、特定社会保険労務士 米国公認会計士(USCPA) ファイナンシ外国 

人労働者関係の労務相談・社会保険事務に強く、幅広く活躍されており、経営

者が日常経営の際に認識頂く法務事項などを中心にお話し頂きました。 

講演では、高年齢者の労務管理で定年再雇用後に賃金見直しをする必要性、法の改正による

70 歳までの確保にむけて、定年後の再雇用者 65 歳までの労務管理と一体で考えていく必要が

あること。 

同一労働同一賃金の考え方は、正規と非正規の労働条件がバランスをしているという事が大

切。労働条件の相違と待遇差が釣り合っているかどうかを考える上で重要となるのが「均等待

遇」と「均衡待遇」等、労働法改正内容について分かり易くご教示頂きました。 
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［第３３7回朝食会(朝会)］ ・・・横浜市長選を控えて・・・ 

横浜市のＩＲ計画概要について客観的な立場で研鑽しました!! 
都市整備局ＩＲ推進部小野哲也担当部長をゲストに開催致しました 
すっかり夏らしい時候となった７月２０日(火)８時 10 分より、コロナ禍の 

感染対策により定員の 36 名の出席で、HOTEL THE KNOT YOKOHAMA 

において開催致しました。 

今回      横浜市が取り組みを進めている「ＩＲ計画」については、それぞれの立場 

等により考え方もあることから、ＩＲ計画について客観的な立場で研鑽頂く 

事とし、都市整備局ＩＲ推進部 小野哲也担当部長(写真左)をゲストに「横浜イ

ノベーションＩＲについて」と題して講演頂きました。 

小野部長より、誘致の目的として、将来見 

込まれる税収減や収支不足を補うとともに、 

福祉福子育て、医療、教育、公共施設の更新 

など、豊かで安全・安心な市民生活をより確 

かなものにするための財源に重きを置いてい 

ること、安全・安心対策、依存症対策などに 

ついて講演頂きました。 

 

［第３３８回朝食会(朝会)］ ・・９月の防災月間を意識し・・ 

横浜市防災計画の基本と企業が講ずべき対策を中心に講演頂きました! 
横浜市総務局危機管理室防災企画課吉田担当係長をゲストに開催しました 

秋とはいえ残暑も残る 9 月 21 日(火)8 時 15 分より、HOTEL THE KNOT YOKOHAMA 

において、32 名の出席で開催致しました。 

        9 月は防災月間であること、最近異常気象による災害も多発しており、企業に 

おける防災への危機管理も重要なテーマであることから、横浜市総務局危機管 

理室防災企画課 吉田哲朗担当係長(写真左)をゲストに「横浜市防災計画と企業が 

講ずべき対策について」と題して講演頂きました。 

        当日は、加藤卓郎会長が欠席のため、山口喜久雄副会長(兼事業部長)が座長を 

担当されました。講演では、令和元年 9 月の台風 15 上陸による横浜市金沢区の工場地帯で浸 

水被害、建物被害は市内全体で 2394 件に及んだことから、風水害に対しても備えることが必 

要。横浜市防災計画は、災害の種類に応じて「震災対策」「風水害等対策」及び｢都市災害対 

策｣に区分されていること。防災計画の震 

災対策編は震災等の災害対策に関し総合 

的かつ基本的な性格を有する。事業所で 

は、従業員や来場者の安全確保、経済活 

動の維持、地域への貢献を認識して頂き、 

日頃から防災体制の整備や防災訓練の実 

施、減災対策に努めて頂きたいと話され 

ました。 

 

感謝・感謝!! 
  令和 3 年度の各種事業も、新型コロナ感染の拡大により、国の緊急事態宣言が発出される

など、厳しい環境の中での対応となりました。 

 8 月及び 12 月のセミナー、毎月開催致しました朝食会は 

感染対策を最優先とし、食事を伴わない中で実施してきまし 

た。その間、大塚製薬㈱首都圏第二支店様より、開催ごとに 

大塚製薬㈱製品「ポカリスェット」「BODY MAINTE」等 

を毎回無償で提供頂きました。 

 当会もコロナ禍で財政的にも厳しさが増すなかで、特段の 

ご配慮を頂きましたことに、心から感謝申し上げます。 
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[第３３９回朝食会(朝会)］ 

神奈川県内景気の現状と当面の見通しについて講演頂きました! 
㈱浜銀総合研究所・特任研究員八木正幸氏をゲストに開催致しました 

第 339 回朝会は、10 月 19 日(火)午前 8 時 15 分より THE KNOT YO 

KOHAMＡにおいて 36 名の出席で感染対策を確り講じて開催致しました。 

今回は、コロナ禍で経済の先行きも不透明なことから経営を行う上での参考 

にと、ゲストに㈱浜銀総合研究所特任研究員 八木正幸氏(写真左)をお迎えし 

て「神奈川県内景気の現状と当面の見通し」について講演頂きました。当日は

加藤卓郎郎会長が所用欠席のため、桝本 心(日産自動車㈱)副会長が座長を務め

ました。 

 講演では、横浜市の景況は、直近の 7～9 月期は昨年の春ぐらいの水準にようやく戻ってきた 

感じで、県内企業にいてもほぼ同様で、今の景気局面の特徴を挙げると、景況の悪い業種が一 

部に集中的に表れ景気の先行きが不透明であることか 

ら企業が財務面で「身構えた」こと、同じ産業、業種 

間でもビジネスモデルの違いなどから業況に差が出て 

いること。 

 雇用への打撃が大きい状況にあるが、今後、ワクチ 

ン接種のさらなる進捗とともに、経済・社会活動のレ 

ベルの底上げが進む事で、回復傾向が明らかになる 

と思われる。企業業績の向上が家計の所得・雇用の改 

善、支出増につながる景気回復のモメンタムが強まる 

ことが期待される。等をお話し頂きました。 

 

[第３４０回朝食会(朝会)］ 

日産自動車㈱カーボンニュートラル実現に向けた戦略と脱炭素化が経営

の課題となることを認識した朝食会(朝会)でした! 
日産自動車㈱VICTORIA CHIU 氏をゲストに開催しました 

 朝夕肌寒さも感じる 11 月 16 日(火)8 時 15 分より、HOTEL THE KNOT YOKOHAMA 

において３８名の出席で開催致しました。 

今、社会は SDGs、特に、地球温暖化問題から脱炭素化が叫ばれており 

クリーンエネルギーの重要性が高まる中で、日産自動車はカーボンニュー 

トラル実現に向けて新たな戦略を発表したことから、「2050 年カーボン 

ニュートラル実現に向けた日産の挑戦」と題して、日産自動車㈱渉外部 

課長 VICTORIA CHIU（ビクトリア チウ）氏(写真左上)をゲストに迎え講演頂きました。 

講演では、自動車業界を取り巻く環境は変化しています。変化のキーワードは、社会的なト

レンドとしての地球温暖化、高齢化、都市化の３つです。昨今の IT 技術の飛躍的進歩もあり、

こうした変化とともに車への期待も変わってきています。 

車の使用過程で発生する CO2 がカーボン 

フットプリントの大部分を占めているので、 

各自動車各社の電動化の動きは加速しており、 

日産としては、2050 年迄に車のライフサイ 

クル全体におけるカーボンニュートラルの実 

現を宣言しており、2030 年代早期より市場 

に投入する新型車を全て電動自動車にするこ 

とを目指していること等、お話し頂きました。 

 

[第３４１回朝食会(朝会)]経営者セミナー開催のため、自粛中止致しました。 

[第３４２回朝食会(朝会)]緊急事態宣言発出下により中止といたしました。 
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[第３４３回朝食会(朝会)] 

ウクライナ情勢等大変難しい情勢下、的確な情勢分析で講演頂きました! 
日本銀行横浜支店河西支店長をゲストに開催致しました 

今年初めての開催となった「第 343 回朝食会(朝会)」は、3 月 15 日(火)8 時 15 分より、日

本銀行横浜支店長 河西 慎氏(写真左)をゲストに「最近の金融経済情勢につい

て」と題して、HOTEL THE KNOT YOKOHAMA において 42 名の出席で

開催致しました。講演の要点は、 

■神奈川県の経済は感染拡大により、一部工場の閉鎖なども影響して、供給制 

約に伴う生産下押し圧力が根強く残っており、まん延防止等重点処置が延長 

された事で、個人消費の下押し圧力も引き続き強い状態が続いている。 

■今の時点では、ウクライナ情勢の緊迫化が、神奈川県経済に影響を及ぼして

はいないが、先行き様々な形で景気下押し圧力として働く可能性があり十分な注意が必要なこと。 

■国内の生産は全国、神奈川県何れも 9 月に半導体不足の影響で落ち込んだ後、減産幅は徐々に

縮小してきている状況。但し、回復の情況はかなり緩慢な状況に留まっていること。 

■県内 2021 年度の経常利益は、全産業で対前年比 20.8%とはっきりとした増益とな

る見通しで、企業収益の改善が設備投資に繋がる好循環が続いていること。 
■日本は物価も賃金も上がらないという事が定着しきっており、過去 30 年の平均賃金は殆ど変

化せず、OECD 加盟 38 ヵ国の平均で 30%近く上がっている主要国はそれ以上に上がっている

ので、かなり際立った特徴であること。 

■持続性という点では、物価上昇が息長く持続しうるものとなる為には、物価はある程度上昇す

るものだという物価観が人々の間に定着し、値上げを許容する感覚が高まることが必要。 

■日本でも物価をめぐる環境は潮目の変化も見られ、円安を加速しているなかで、第一に、感染

症による個人消費への下押し圧力、また、供給制約に伴う生産への下押し圧力が根強く残りつつ

も景気は基調として持ち直しを続けていると、今のところこうした判断をしている。 

■第二に、但し、地政学的リスクと言うものが著しく高まっており、先行き様々な形で景気に対

する下押し圧力として働く可能性があるので十分な注意が必要。 

■第三に、先行きの景気回復に向けたメカニズムが維持されるかどうか、現在取り纏め中の短観

調査の結果なども踏まえ丹念に点検していきたいと考えている。 

■ポイントは、企業収益の改善が設備投資の増加へと繋がる、企業部門の前向きのメカニズムが

引き続き期待できるかどうか、また、物価上昇に見合ったペースで雇用所得環境が改善して、消

費の下支えが出来るかどうかにあること。等をお話し頂きました。 

 

 

 

 

 
 

[当会会員からのご案内] ・・・大珍樓・・・ 

「オーダー式バイキング食べ放題」食べ放題元祖の大珍樓で!! 
 会員の皆様方には当店をご利用頂きまして、大変お世話になっております。大珍樓は

中華街メインストリート中華大通り、いにしえの中国宮廷をイメージしたお店です。 

今では中華街で見られるようになった「オーダー式バ 

イキング」の元祖は大珍樓です。食べ放題だからといっ 

て、お腹が膨れれば良いというものではありません。 

北京ダックに点心・・横浜中華街の老舗の自慢料理を 

思う存分食べて頂きお腹も心も満たしてください!!  

ご用命は 045-663-5477 まで!!                      横浜市中区山下町 143  
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[令和 3 年度経済局との意見交換結果] 

 中小企業振興策等を話し合う経済局との意見交換を開催致しました! 
当会からは８項目を提起し忌憚のない意見交換を行いました 

中小企業振興策などについて意見交換を行う「令和 3 年度経済局との意見交換」は、7 月 27 

日(火)15 時より、横浜市役所市庁舎 29 階会議室において、 

経済局より、瀧澤恭和ものづくり支援課長、金井正親ものづ 

くり支援課担当係長、辻本裕高金融課金融係長他１名、当会 

より、加藤卓郎会長、花本高志政策部会長他 7 名、計 13 名 

の出席で開催されました。 

 花本清作部会長、瀧澤ものづくり支援課長の挨拶で始まり、

当会より、「経営環境等に関するアンケート結果」について報告を行い、コロナ禍で社会経済が大

きく変化する状況下にあることから、コロナ禍、アフター 

コロナを踏まえた、金融施策や補助金・助成のあり方など 

を中心に、現況下での課題として、①受注減への対応、 

②優秀な人材の確保、③社員の教育、コロナ禍後の経営施 

策(経営対策・働き方改革・新しい働き方の検討)、④企業 

の IT 化、デジタル化、⑤大きく打撃を受けた企業への支援 

について、これらの考えを参考に施策を行って頂きたいと 

提起し、忌憚のない意見交換をおこないました。 
 

「横浜市優良工業従事者表彰」を第３３５回朝会の場で執り行いました! 
(株)ジェイエスピー・横浜エレベータ㈱の 2名が表彰されました! 

会員企業から推薦頂く「令和３年度横浜市優良工業 

従事者表彰」を、５月 18 日(火)「第 335 回朝会」に 

先駆けて執り行いました。 

 本来ですと、通常総会の席上で実施しておりますが、 

「第 38 回通常総会」がみなし総会となったことから 

の挙行となりました。今年度は、㈱ジェイエスピー、 

井上浩一氏(写真右)横浜エレベータ㈱、戸井田 昌久氏 

(写真左)の 2 名が表彰され、横浜市長の表彰状、当会よ 

り記念品(商品券)が渡され、被表彰者 2 名の益々の活躍とお祝いの拍手が送られました。 

市工連「令和 4年度新入社員合同研修会」を開催、社会人としての 

マナー帆船日本丸にてのマスト登りなど２日間にわたり行われました! 
当会から、㈱佐々木鉄工所及び産和産業㈱より、3名が参加致しました 

 市工連恒例事業となっています「新入社員合 

同研修会」は、今年度は４月７日(木)～８日(金) 

の２日間、帆船日本丸及び訓練センターにおい 

て、各企業の新入社員 41 名が集い、今年度も 

コロナ禍での開催となったことから宿泊をせず 

に開催されました。 

 第 1 日目は、９時よりオリエンテーションで 

始まり、社会人としてのマナー中心の講義を受 

けました。 

２日目は、作業服に着替え、日本丸の甲板磨 

き、結束訓練、マスト登りなど主に実技を中心に行われ、当会からは、㈱佐々木鉄工所より、鈴

木 愛来さん、産和産業㈱より、日下 雅己さん、田丸 竜輝さんの 3 名が受講しました。 

 皆さん、研修を通して、これからの仕事に行かせる事や心構えが学べる事ができたこと。研修

を通して自分の良い点、悪い点が見つかった事。受講された新入社員の方々、一同に大変勉強に

なった。との感想でした。 
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「コロナ過での経営環境とコロナ過で思う事寄稿集」 
(会員の方々から上記をテーマに寄稿頂きました。企業のコロナ感染対策実施状況は割愛) 

 

従業員の賃金の維持・雇用を守ることが経営に携わるものの使命、従業員に感謝の念を抱くと共に、

改めて会社は人で成り立っていることを実感しています!      曙建設㈱ 名誉会長 関  曙慶 
１．会社の業務内容と現況について 当社は主に製造業の工場内にて営繕工事を行う建設会社です。

得意先である製造工場の減産及び停止は、当社の業績にも直結し非常に大き

な危惧をしています。 

一方で、このコロナウイルスの影響で５Ｇなどの通信機器への需要が急激

に伸びており、それに係る製造工場は好調をキープしています。直近の当期業

績は減収増益となる見込みです。これは従業員の日頃からの努力の積み重ねよ

る得意先担当者との信頼関係が基となり、この危機的な状況下でも、工事受注

に繋がっていると考えています。 

コロナウイルスをきっかけに、より一層の固定費の見直しによる削減を図り、当社はさらに強い

体質となりました。また、来期に向けて従業員の増員投資も行い、来期以降の増収増益となるよう

準備を進めています。 

３．現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事 従業員の賃金の維持及び雇用を守

ることが、会社経営に携わるものの使命と考えています。 

また、この困難な中でも従事して頂けている従業員に感謝の念を抱くと共に、改めて会社は人で

成り立っていることを実感しています。 

 

昨年同業者が 2件廃業しました。既存のお客様に値上げの交渉をしていき、残存者利益を確保しな

がら研究開発を進めていきたいと思っております!     旭鋳金工業㈱ 代表取締役 大林 淳一 
１． 会社の業務内容と現況について 横浜市旭区で５０年創業以来、培った砂 

型鋳造の技術を結集して、鋳物に拘り創業を続けております。製造品は、大型 

薄肉アルミ鋳物、精密一体化アルミ鋳物、各種アルミ合金鋳物、銅合金鋳物で 

すが、特に、板金にかわる薄型鋳物の製造が得意です。 

 売上は前年度より２割ダウンの状態です。同業者と比較致しますと弊社はま 

だいい方だと思っております。 

昨年企業理念を新しくし、社員教育に力を入れております。毎週月曜日に従業員各自の目標を発

表してもらい、結果や進捗状況を話し合うミーティングを開くようにしました。 

２．企現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事 昨年同業者が 2 件廃業しました。

既存のお客様に値上げの交渉をしていき、残存者利益を確保しながら研究開発を進めていきたい

と思っております。 

 

この様な時期こそと４月からは２名のインターンシップ生の入社が決まっており、新卒者は久しぶりで、

人材確保が出来安心しております!               荒木工業㈱ 代表取締役 荒木 郁雄 
１． 会社の業務内容と現況について 弊社は医薬・試薬・農薬業界にキャップ 

（ボトルも一部）を製造販売しております。 

今年で１３３年を迎えコルク栓から始まり、王冠・金属ネジキャップ・プラス 

チックキャフ゜等、蓋がメインです。コロナ禍の中、人による製造ゆえ従業員一 

同、家族も最新の注意の中、お陰様で今日まで１人の感染者も出さず頑張ってく 

れております。コロナの影響は昨年１０月頃まで感じられませんでしたが、ここ 

にきて幾らかお得意様で使用が落ちての減が出てきました。 

２.現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事  本社が山下町中華街にありますので、

中華料理屋さんの今回で２回目の悲惨さを目の当たりにして気の毒で仕方ありません。 

友人が多く、極力テイクアウトや近場で昼食を取って居り、僅かながら協力させて頂いて居りま

す。 

これから数年飲食業界は試練と戦いながらと思いますが、流通変化を考えて我々の製造業も経

営方針に適応力を持たせ、この様な時期こそと４月からは２名のインタシップ生の入社が決まっ

て居り、新卒者は久しぶりで、人材確保が出来安心しております。早く落ち着く状態が待たれます。 
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ZOOMでの会議では、やはり対面の会議に比べると違和感を感じます! 

㈱イケ建築事務所 代表取締役 池谷  透 
１． 会社の内容と現況 建築構造設計、耐震改修及び建築設備設計、省エネ適判 

計算が業務内容です。業務の現況はコロナ禍で昨年９月決算時は少しマイナスと 

なりました。現在は少し民間の仕事も増えまずまずの状況です。建築構造設計も 

設備設計も業界として高齢化が進んでおり若い方の参入が望まれます。 

2．現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事  ZOOM での会議で 

は、やはり対面の会議に比べると違和感を感じます。 

 

緊急事態宣も 3月まで延長となりました。一段と緊張感を持って行かなければならないと気持ちを引

き締めております!                               ㈱岩井 代表取締役 岩井  功 
１．会社の内容と現況 レンタル業はコロナ発生以来、設備投資計画や工事計画 

の延長・見直し、規模の縮小などにより確定していた受注の減少、キャンセルも 

発生しております。特にイベント関連の機器は殆んど動きはありません。 

売り上げとしては前年比 30％程度低下する見込みです。不動産について、オ 

フィスの賃貸は変化は有りませんが、テナントの一部の会社は家賃補償を申請し 

ております。駐車場は電車通勤から車での通勤に変更している会社もあり、駐車 

台数は増えております。 

一方買い物、行楽の車は減少しております。今後は仕事量の減少も考えられますので受注競争厳

しくなるのに伴い単価の低下が心配されるところであります。 

２.現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事 予断を許さない医療体制の中で、緊急

事態宣も 3 月まで延長となりました。一段と緊張感を持って行かなければならないと気持ちを引

き締めております。 

 

在宅やテレビ会議にも限界を感じてもおります。今となっては、雑談・余談がない会議もモノ寂しい気

がしており、日常の大事さを痛感しております!      ㈱エリアドライブ 代表取締役 福井 二郎 
１．会社の内容と現況について 2014 年あたりを期に広告代理業務とＷＥ 

Ｂ制作、動画制作、ヤフ－・Google のリスティング運用などの制作業務が 

売上・利益ともに半分半分になってきました。昨年３月にコロナ禍感染拡大 

に伴う社会的な影響で、広告業がほぼなくなり、ＷＥＢ・動画制作、ドロー 

ン撮影などが売上・利益も増加した 1 年でした。 

ご存じの通り、企業側（お客様）が HP サイトをリニューアルすると助成 

金がもらえるなどのプラス要因があったのも功を奏したところでもありまし 

た。現在、既存顧客のサイト更新やヤフー・Google のリスティング運用くらいの業務で、打つ

手がない状況化と言えますが、今後の会社運営や社員の働き方など見つめ直す機会として粛々と

やっております。 

２．現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事 困ったものです。在宅が進むにつ

れて、会社への帰属意識や社会復帰できるのか？など、社員メンバーを見るたびに思ってしまう

のですが「出来ることを淡々とやろう！」と今に至っております。 

今後のことばかりをどうしても経営者は考えがちです。私も暇さえあれば、社員と個別にコンタ

クトをとるようにしております。ただ、弊社だけではないですし、ある意味国難でもありますので、

「ビビらず焦らずやっていこう」と繰り返し話しております。適応能力が試されるここ２，３年に

なることと思われます。いずれにしましても、早く収束してほしいものです。 

 

安全第一・感染対策はもちろん、全員の PCR 検査も済んでいます。また、コロナによって心の健康ま

で害されてはならないと思っています!       ㈱オーディーエスマリン 代表取締役 新谷 博實 

１．会社の内容と現況について 潜水作業(調査・工事)をメインに、海洋工事や 

船上工事を行っています。 

天候に左右される厳しい業種ですが、公共工事と大手マリン(たまにゼネコン) 

の請負工事が 90%を占めているため景気にはあまり影響を受けずに経営を行っ 

ています。 
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２．現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事 目下の難問は、不肖私の息子が本年

5 月に会社に戻りまして、近い将来に事業継承するため社内体制の確立が課題です。更には、社員

の意識改革、人材育成が急務(一人前になるには 5 年要します)です。 

5 月に、東京オリンピック海上施設(有明海の森公園水上競技場 2000m)の補修工事及び最終レ

ーン張りを予定しています。(オリンピック開催に係わらず。)しかし、良い事ばかりではありませ

ん。 

現場工事ということでは、世間一般的な土木工事と何ら変わりなく、それなりに手戻り、現場合

わせによる設計変更等々、気苦労が絶えません。ですからこの状況で、コロナによって心の健康ま

で害されることはあってはならないと思っております。 

 

コロナ禍、コロナ後にても誇りを持って働いて行けるような雰囲気、環境を作って行きたいし、広く社

会に認知して貰える様な活動をして行きたいと考えています! 京浜ドック㈱ 代表取締役 庄司  勉 

１．会社の内容と現況について 経済の動脈である海運業を支える造船業（新造船の建造と既存船 

の修繕）で、ある種のエッセンシャルワーカーとして日本の物流を止めるなを合

言葉に社員共々毎日の業務を行っています。 

現状コロナ禍で先行きが見通せない中、船主の新造船発注の意欲の減退による

建造隻数の減少があります。 

また、修繕船に関しては、検査（車で言う車検）等がありベースとなる実施しな

ければならない業務はありますが、地方のお客様が乗組員の方々のコロナ感染を

危惧して京浜地区の造船所への入渠を避ける事により一部業務量が減少している 

現実があります。 

２．現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事 飲食産業や観光業の様にコロナ禍に

より働けなくなっている産業がある一方で、それなりにコロナでの影響を受けながらではあります

が、毎日普通に働ける事が如何に幸せな事、有難い事かを痛感しています。 

加えて改めて造船業と言うのが日本の物流を支える、即ち国民生活を支えている基幹産業なのだ

と感じた次第です。これを社員と共有し、コロナ禍、コロナ後にても誇りを持って働いて行けるよ

うな雰囲気、環境を作って行きたいし、広く社会に認知して貰える様な活動をして行きたいと考え

ています。 

 

この 1 年コロナの関係で、働き方は大きく変わってきました。これらの働き方の自由度を高めた経験は

コロナ後も生かせることがあるようです。         ㈱コア建築設計工房 取締役会長 須永 信一 
１．会社の内容と現況について 昭和 50 年 5 月、34 歳にて設立。今年 47 年目に入ります。こ 

んなにも長いこと続けられるとは思ってはいませんでした。建築設計事務所です。 

民間と横浜市の公共建築物の設計を中心にスタッフ 9 名とやっています。民間関 

係の仕事は主に保育園、こども園等の福祉施設中心で現在でも、企画中、設計中、 

工事監理を合わせて 7 物件に係っています。 

2019 年に川崎の保育園にて「キッズデザイン賞」を受賞し、そのおかげで更に 

問合わせが増加したようです。 

保育園の設計は 2000 年から始め、子供たちの喜ぶ笑顔に見せられ、のめりこみ、それ以来 50

園の設計をしていて、保育園等こどもの施設等の設計では、横浜でＮＯ1 と自負しています。公共

建築物の設計は、以前は学校、ケアプラザ、ズーラシアの動物園等の新築の設計をしましたが、現

在、新築ものは「0」です。 

2．現況下の中での経営方針等についてとコロナ禍で思う事 昨年 12 月中旬、事務所のスタッフ

の一人がコロナに感染し事務所を休みました。幸い新年は陰性になり正月明けには元気に出社しま

した。感染経路はわからず、全員のＰＣＲ検査を行ない幸いみな陰性でした。 

しかし横浜市を始め、私どもが関係している施主及びその他に対する報告等に追われました。関

係していました種々の方々がコロナに掛かることもなく過ぎ安堵しましたが、このコロナという伝

染病の恐ろしさを味わいました。まだ今年も気を引き締めて行きたいと思います。 

 

新型コロナの影響で、新しい顧客の仕事をやらせて頂き、経験と技術蓄積ができました。弊社のお

客様は非常に幅白い業種・業界に渡ります!      ㈱コードダイナミクス 代表取締役 中村 好伸 
１．会社の業務内容と現況について 主な業務内容は Windows アプリケーションの受託開発



11 

 

Web システム、データベースシステムの受託開発、モバイル端末用アプリケー 

ションの開発 SES（客先常駐開発）事業です。 

弊社の現況（昨年全体）として、リモートワークに関しては、コロナ前から、 

高セキュリティ VPN 化を進めていたので、すばやく全社対応できました。新 

型コロナの影響は飲食・サービス業に比較し、当社の所属する IT 業界は少ない 

と思われますが、製造業・交通関連の顧客の発注が減少し今まで経験していない 

新しい顧客の仕事をやらせて頂き、新しい経験と技術蓄積ができました。 

２．経営方針等についてコロナ禍で思うこと 経営方針しては、直近の仕事（受託・客先常駐）の

確保、中期～長期の仕事（受託・客先常駐）の確保、新規事業（自社開発製品）の確立などです。

一方、コロナ感染拡大防止の観点からリモートワークが推奨されていますが、現場を抱える業種な

ど導入が難しいと思われる経営者様も多いと存じます。 

弊社のお客様は非常に幅白い業種・業界に渡りますので、お力になれると存じます。是非、ご相

談ください。 

 

コロナ禍が収まっても、リモートワークの潮流下、弊社は、リモートワークに対応した管理システムのク

ラウド化等に力を入れていきます!         ㈱ともクリェーションズ 代表取締役 渡邊 桃伯子 
１．会社の内容と現況について 弊社の業務内容は、中小企業向けの業務理システムの開発や Web 

サイトの制作、オンラインショップの構築などです。コロナ禍の中で、国や神奈川

県、横浜市から様々な補助金や助成金が出ています。 

弊社はお客様に最適な補助金、助成金の情報をお伝えして申請から採択までのサ 

ポートをさせていただいております。 

最近、「オンラインセミナー」や「オンラインイベント」の運営サポートの依頼 

が増えています。 

弊社では撮影スタッフによる動画の撮影・編集も行っています。ＩＴ関連業界は 

コロナの影響が少ないと言われておりますが、弊社のお客様の中には飲食やイベント関連の方々

もいらして、そちらの影響もあり、弊社の業績は、前年度比２～３割減になっています。 

3．現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事 コロナ禍が収まっても、リモートワ

ークやオンライン化などの潮流は変わらないのではないでしょうか。その中で弊社は何ができる

のか・・・リモートワークに対応した業務管理システムのクラウド化や手軽にできるオンラインシ

ョップの構築などの業務に力を入れていきます。 

また、「オンライン結婚式」や「オンライン飲み会」など「With コロナ時代」に向けた新しい

サービスも提案していきたいと考えております。 

 

今日まで築き上げてきた建設業務に加え新たな事業展開も行うべきか？大きく舵を切るべきか？と、

思う今日この頃です!                        ㈱中川工務店 取締役会長 中川  章 

１．会社の業務内容と現況について 業務内容は戸建住宅のリフォーム増改築 

全般や障子及び襖の貼替えから新築の注文住宅まで広範囲に工事を請け負って 

います。 

現況につきましては、昨年からのコロナ禍で売上高が減少した状態が回復せ 

ず大幅な売り上げ減で今年の決算を行うことになるでしょう。特に昨年８・９ 

月等は前年同月と比較して売り上げ高は 1/2 以下となりましたが、昨年末より 

徐々にお客様からの発注が頂けるようになり、新築工事も１件着手することが出来ました。 

受注増加を目指したい心境ですが、不安定な要素が盛り沢山のコロナ禍の現在小さな工事を 1

件ずつ積み重ね、お客様の信頼を得て、受注増加に繋がるようにきめ細やかな対応を社員一同心掛

けるよう徹底しております。 

２．現況化での経営方針等についてコロナ禍で思うこと この１年や２年でコロナが収束すること

は期待できないのではないかと考えています。ましてやそれ以上の期間を要することも視野に入

れておかなければ今後の経営計画が成り立たなくなるかと思います。 

３か月先・６か月先ましてや１年先の経営状況が全く見当付かない今日現在です。 

今日まで築き上げてきた建設業務に加え新たな事業展開も行うべきか！？大きく舵を切るべき

か！？と、思う今日この頃です。 
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飲食店での飲食は控える等周知徹底しております。また、PCR の検査キットで定期的なチェックも行っており

ます!                                               ㈱プラス エヌ 代表取締役 梅崎 伸幸 

１． 会社の業務内容と現況について 弊社は起業して 22 年目を迎え戸塚区で営 

業をしております。横浜市の地域貢献企業、健康経営の認証もいただいておりま 

す。 

ゼネコンや JR、東京メトロ、個人住宅等の建築工事の電気、空調設備工事を 

させて頂いておりますが、コロナ禍においてもおかげさまで昨年度より売上も上 

がっており、現在は保育園や羽田空港の石油プラント内の工事を請け負っており 

ます。 

２．経営方針等についてコロナ禍で思うこと まだ、社内からはコロナ陽性者は出ておりません

が、社員の家族に陽性者が出たり、事務員さんが食事をした友人の家族から陽性者が出たりと、現

場に送り出している社員だけではなく、事務所内からも広まるのだと危機感を覚えました。 

まだまだ終息の気配がございませんが、この時間を利用して社員全員で各資格の取得や講習等を

受講し、スキルアップをしていこうと目標を立てております。 
 

コロナ渦の中で、働き方の多様性などに対応など改めて、あらゆる分野について、常に情報のアップ

デートが必要だと再認識しております!                   ㈱三上 専務取締役 三上 貴将 
１．会社の業務内容と現況について 建設事業、特に営繕工事を中心に事業を 

おこなっており、大きく法人向けと個人向けの事業に分けられます。 

昨年の緊急事態宣言下でも法人向けの中の公共施設の工事は特に変化なく従 

来通りおこなうことができましたが、マンションの大規模改修工事などは計画 

が延期になったり、一時中止になったりと少なからず影響は受けております。 

個人向けの事業に関しては、やはり他人との接触を避けたいという方が多い 

ため受注件数は減少しました。 

しかし、2021 年になり足元の緊急事態宣言下では世間や業界に with コロナの考えが浸透し始

めたのか、流行以前の状況に戻りつつあり、更には with コロナの生活様式に新たなニーズの可能

性があるのではと感じております。 

２．現況化での経営方針等についてコロナ禍で思うこと コロナ渦の中で、根本の経営方針に変

化はありませんが、働き方の多様性などに対応していかなければならないと感じております。改め

てあらゆる分野について、常に情報のアップデートが必要だと再認識しております。 

そのような環境の中で定期的に情報提供をしていただけるみなと工業会には大変感謝しており

ます。 
 

コロナ禍で一部物件で解約はありましたが、新規契約も複数ありましたので昨年度比で売り上げは

増加しています!                           ㈱ライフレック 代表取締役 山口  実 
１． 会社の業務内容と現況について弊社は、高圧受電の自家用電気工物（キュービ 

クル）の保安管理及び試験、改修工事を主業務として、他には新電力の代理店業務 

を行っております。 

自家用電気工作物の保安管理は、顧客企業と業務委託契約を結び、点検は毎月又 

は２ヶ月に１回、顧客企業に訪問して実施をします。 

１回目の緊急事態宣言時は、入館制限をして点検を延期する企業もありましたが、 

現在は落ちついています。コロナ禍で一部物件で解約はありましたが、新規契約も複数ありました

ので昨年度比で売り上げは増加しています。神奈川県の感染症対策事業費補助金を使用して人と

の接触を減らす目的としてキュービクルの遠隔監視機器を複数台購入しました。 

３．現況化での経営方針等についてコロナ禍で思うこと 管理物件の増加に伴い、点検作業員の募

集を考えています。経済産業省への登録条件として、電気主任技術者の有資格者である事と実務経

験が必要なので、該当される方がいましたらご紹介頂けると幸いです。 

 

社内では、感染者は出ていませんが、取引先等で感染者が出た場合、濃厚接触者と認定されてい

なくても、接触者には会社負担でＰＣＲ検査を受診させています! 

横浜エレベータ㈱ 取締役 渉外部長 総務部・経理部担当 大石 晴通 
１．会社の業務内容と現況について 当社は今年で創業 98 年になるエレベーターの製造・販売・
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据付・保守・改修よび検査を行っている会社です。令和 2 年度は新型コロナの 

影響下で、新設や大型の改修工事に伴うエレベーターの取引は着工の遅れ等で 

影響がありました。 

一方で、エレベーター保守・点検業務は、値下げおよび一時中止の依頼はあ 

りましたが、管理台数に大きな落ち込みは見られず、安定的に売り上げに貢献 

できました。 

また、エレベーターの使用期間の長期化に伴い修理工事も一定の売上が計上できました。総じて、

縦の移動手段であるエレベーターは社会に不可欠なインフラの一部になってきており、急激な業

績の変動は少なくなっています。 

２．現況下での経営方針等についてコロナ禍で思うこと エレベーターは多くの方が利用するので、

利用者の安全安心のため、“故障率の低減”は継続して品質目標に挙げています。 

また、ＳＤＧｓの観点からも“環境に配慮したエレベーター作り”も継続して環境目的の一つと

しています。役職員の安全安心を確かなものするためにも、「新しい生活様式（ニューノーマル）」

を意識しながら、新型コロナウイルス感染防止に今後も全力で取組くまなければないないと感じて

います。 
 

今、未曽有の危機に瀕しておりますが、毎年の成功体験が会社の自信、確信へと変わることによっ

て、どのような時代の変化にも対応できるようになるのではないでしょうか! 

朝日生命保険相互会社横浜中央営業所 所長 木通 和摩 
１．会社の業務内容と現況について 営業職員による「対面販売チャネル」を中 

心とした生命保険事業を営んでおります。年度始は、政府からの緊急事態宣言を 

受けた訪問活動自粛等により、特に４－５月の営業活動面で大きな影響を受けま 

した。 

そこで、６月を「活動復帰月」と位置付け営業活動の慣らし運転を始め、７月 

には新契約面で過去最高新記録を塗り替える実績を挙げることができました。 

その後も、第２波・第３波に備えたデジタル通信情報の入手や、紹介情報の入手に努めたことが功

を奏し、業績も順調に推移しております。コロナという逆風にありながら、おかげ様で会社全体に

元気です。その主因は、営業職員の人材確保に成功していることにあります。女性の非正規雇用者

の就業者数が男性と比べて大きく減少しており、以前より業界全体として人材が確保しやすくなっ

ております。 

弊社の営業職員数は、ここ 10 年で最大の 13,000 名台を確保しており、陣容拡充をベースとし

た業務運営に取り組んでいる成果が、好業績につながっております。 

2．現況下の中での経営方針等についてやコロナ禍で思う事 今、世の中はコロナという未曽有の危

機に瀕しておりますが、この毎年毎年の成功体験が会社の自信となり、その積み重ねが確信へと変

わることによって、どのような時代の変化にも対応できるようになるのではないでしょうか。 

その重要局面にいるという自覚を持って、生命保険会社の使命である「お客様に安心と安寧をお

届けする商品とサービスの普及」に全力を尽くして参りたいと考えております 

 

創業当時はオリーワンでしたが、今は競合他社が多く出現してはいるものの我社はダントツにトップを

走っていまして、追随を許していません!                         ㈱ディムコ 会長 多賀 哲夫 
１．会社の内容と現況について 我社のメイン商品は工業用のスチールベルト 

で、それも軽薄短小を得意としています。創業当時はオリーワンでしたが、今 

は競合他社が多く出現してはいるものの、我社はダントツにトップを走ってい 

まして、追随を許していません。 

そのような意味ではニッチではありますが、未だにオンリーワンかもしれま 

せん。さすがにコロナ禍の影により、昨年は売上が前年比３割ダウンでしたが 

年々輸出が多くなり回復傾向にあります。特に電子部品の生産設備や自動倉庫 

の梱包印刷が顕著です。今後はスチールベルトをインストールした機械や装置の技術力を高め、マ

ーケットを広げたいと思っております。 

また現在、国内大手 2 社とそれぞれ秘密保持契約を結び、技術開発製品を共同で手掛けています。 

3．現況下の中での経営方針等についてとコロナ禍で思う事 昨年７月 20 日の 35 年目の決算日

を持って社長を退任しましたが、全く思いは変わりませんので！ 
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新会員ご紹介(令和３年４月～令和４年３月) 

[ヤマグチマリーン株式会社] 
代   表 半 澤   聖(代表取締役) 

担 当 者  横 尾 嘉 明(特別顧問） 

住   所 〒239-0836 横須賀市内川 1-8-22 

電   話 046-833-3326  ＦＡＸ 046-834-5373 

E-Mail   半澤 hanzawa@ y-marine.co.jp  横尾 yokoh@y-marine.co.jp 

業務内容 船舶の艤装及び修理、船舶・鉄橋等、鋼構造物の組立加工及び解体、機械 

器具設置工事及びその設計・施工、トビ、土木工事、建築工事及び設備工事、各種機 

械加工、鉄鋼板金、製函並びに配管工事、船舶リース業、海運代理店業 

 
Kein物流改善研究所 
代   表 仙石 惠一(一般社団法人国際物流総合研究所 主席研究員) 

住   所 〒240-0067 神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 17－1－218  

電   話 045-513-7597  FAX 045-513-7597 

U R L     https://www.keinlog.jp 

E-Mail   sr-gs-fp-ks@khh.biglobe.ne.jp 

業務内容  物流コンサルタント、物流改革請負人、物流専門の社会保険労務士、物流改善コン

サルティング、ものづくり現場改善コンサルティング輸送改善支援、物流標準時間導

入支援、各種セミナー開催 
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[葵の御紋の赤門東福寺] 横浜駅西口へは、かなり足繁く通っているつもりだったが、ついぞ来た

ことのない場所があった。それは、ジョイナス屋上の「ジョイナスの森」商は 53 年の竣工とあってすっ

かり落ち着いたたたずまいで、ベンチで一休みする小鳥たちの囀りや鬱蒼たる樹間を吹わたる風の

音など、さながら自然の森にいるような心地にさせられる。(故 長谷川 泰先生「西区そぞろ歩き」より) 

故 長谷川 泰先生のご紹介 

西区中央で歯科医院を営んでおられ

たときに、先生が西区を散策して描

かれた「西区そぞろ歩き」81 枚のな

かの 2 枚をお借りして、表裏表紙に

使用させて頂いております。 

みなと工業会 
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